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高温超伝導体 Bi2Sr2Ca1Cu2O8+δ(Bi2212)はジョセフソン接合が原子レベルで積層した結晶構造を

しており、各接合で生じる交流ジョセフソン電流をメサ状構造による共振効果によって位相同期

させることで、単色で連続なテラヘルツ波を得ることができる[1]。我々はメサをアレイ化するこ

とでジョセフソン接合数を増やし、かつこれらを位相同期させることで発振の高強度化を目指し

ている。アレイ化に伴うヒーティングへの対処として高熱伝導性基板をメサアレイに直接接合す

る素子を研究しているが、そのような素子からのテラヘルツ波放射が高い指向性をもつことを報

告してきた[2]。2021年秋季の講演では放射分布がバイアスで変化することを報告したが、放射分

布の測定には時間が掛かるため、これまでは最も強い放射が得られるバイアス値での測定や１次

元スキャンと断片的なものであった。そこで、２次元の放射分布を簡便に短時間で測定できる装

置を作製した。メサ型素子からのテラヘルツ波放射について新たな知見が得られたので報告する。 

 図１は、Bi2212基盤上に作製した 80 μm×400 μm矩形メサにアルミナ基板を被せた素子からの、

放射テラヘルツ波の２次元分布の一例を示す。図に示された範囲は、x 方向 y方向ともに素子の真

上から約±20°に相当する。アルミナ基板がない場合と比較し[3]、高い指向性が１つの矩形メサ

素子をバイアスすることでも観測され、高い指向性にはアレイ化よりもアルミナ基板の効果が大

きいことが示された。連続する講演で示すように、コン

ピューターシミュレーションにおいてもアルミナ基板

が高い指向性を生じることが示された。バイアスによっ

て放射分布と放射方向が変化することも観測された。講

演では、作製した放射分布測定装置の特徴や問題点、測

定結果の詳細とその他の結果についても報告する。 
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